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はじめに
このたびは高性能デコーダ内蔵レーザスキャナDS6300をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書ではDS6300の設置・接続・仕様に基づく内容を記載しておりますので、必ずご一読いただきま
すようにお願い致します。尚、機能・内部設定・設定ソフトの操作に基づく内容については、別冊「DS6300ソ
フトウェア取扱説明書」に記載しておりますので、合わせてご一読いただきますようお願い致します。

ご注意
①本書の内容の全部または一部を無断で転載することは禁止されています。
②本書の内容に関しては改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。
③本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り記載漏れなどお気付きのことが
　ございましたら巻末記載の弊社担当窓口までご連絡くださるようお願い致します。
④運用した結果の影響については③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

表記について

誤った使用をすると、機器の破損につながるもの、または、正しく使用するために特に注意する事柄
を記載していますので、必ずお読みください。ご注意

目次
１．　ＤＳ６３００外観図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１
２．　レーザビームの安全性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１
３．　ＤＳ６３００の特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２
４．　型番一覧とアクセサリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２
５．　ＬＥＤの表示について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２
６．　設置の手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３
７．　梱包内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３
８．　ＤＳ６３００の外形寸法図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　４
９．　ＤＳ６３００の配線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６
９．１　Ｄ－ｓｕｂ２５コネクタ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　７
９．２　Ｄ－ｓｕｂ９コネクタ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　７
９．３　電源の配線について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　７
９．４　Ｃ－ＢＯＸ　１００の端子配列・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　８
１０．　メインシリアルインターフェイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９
１０．１　ＲＳ２３２インターフェイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９
１０．２　ＲＳ４８５ノンポーリング（全２重）インターフェイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０
１０．３　ＲＳ４８５ポーリング（半２重）インターフェイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１
１１．　ＡＵＸシリアルインターフェイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１
１２．　信号入力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
１３．　信号出力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
１４．　ＤＳ６３００の接続方法と動作モード・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
１４．１　標準レイアウト例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
１４．２　マスター・スレーブ接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
１５．　読み取り性能について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
１６．　ＡＣＲ読み取りについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
１７．　ステップラダーとピケットフェンスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
１８．　オシレーティングミラー内蔵タイプ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
１９．　焦点位置調整と読み取りエリア図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
１９．１　焦点位置の調整方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
１９．２　読み取りエリア図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９
２０．　キーボード設定モードの操作方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２
２１．　仕様一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８



1

DS6300取扱説明書 Ver2.00

1.DS6300外観図

①レーザ警告ラベル
②読み取り窓
③ LCD表示
④電源 ONＬＥＤ
⑤同期信号 ONＬＥＤ
⑥データ送信 ONＬＥＤ
⑦DOWNキー
⑧ENTキー
⑨UPキー
⑩フォーカス調整ボリューム
⑪サービスコネクタ口
⑫メインコネクタ
⑬マスタースレーブコネクタ1
⑭マスタースレーブコネクタ2

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

A
V

O
ID

 E
X

P
O

S
U

R
E

-L
A

S
E

R
 L

IG
H

T

IS
 E

M
IT

T
E

D
 F

R
O

M
 T

H
IS

 A
P

E
R

T
U

R
E

 

CAUTION

LASER LIGHT

WHEN OPEN

AVOID EXPOSURE

TO BEAM

LASER LIGHT - DO NOT STARE INTO BEAM
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2. レーザビームの安全性

DS6300で使用されているレーザビームは低出力ですが、長時間凝視すると目に悪影響を及ぼすことがあります。
このスキャナの動作中はレーザビーム出力窓を凝視しないでください。また、鏡のようなもので反射されたレーザ
ビームであっても、目に当たらないように設置してください。DS6300は EN60825-1規格によるとクラス２レー
ザ製品として分類され、CDRH規格でもクラス２レーザ製品として分類されます。
　そこで以下の警告ラベルが、スキャナのレーザビーム出力窓の反対側に貼付されています。
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また、レーザ出力窓の横にはレーザビーム光の放射を示す以下の警告ラベルが貼付されています。

AVOID EXPOSURE-LASER LIGHT
IS EMITTED FROM THIS APERTURE 

①読み取り窓

①

リニアスキャンタイプ

オシレーティングミラー内蔵タイプ
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3.DS6300の特徴

以下に、DS6300の主な特徴を挙げます。
・光学ヘッド部とデコーダ部が独立して回転が可能 (LCD表示とコネクタパネルの方向を変更可能 )
・1000スキャン /秒 ( リニアスキャンタイプ )、1200スキャン /秒 ( オシレーティングミラー内蔵タイプ )
  の高速スキャニング
・ACR( バーコードデータ再構成機能 )デコードとリニアデコードをソフトウェアで切替が可能
・ピケットフェンス読み取りに有効なオシレーティングミラー内蔵タイプ有り
・Profibus/Ethernet/DeviceNet 等最新のフィールドバスインターフェイス内蔵タイプ有り
・読み取り仕様に合わせて焦点位置の調整が可能
・LCD表示とキーにより、読み取りテストモードと簡単にバーコードの設定が可能なティーチング機能を内蔵
・2ポートのシリアルインターフェイスを標準で装備
・LonWorks バス通信の高速ネットワークマスタースレーブ接続が可能
・IP64保護クラスハウジングの採用により、産業分野での利用に威力を発揮

4. 型番一覧とアクセサリ

アクセサリ (別売 )
PG110/6002-GFP451DA		  スタンドアローン用AC電源
PWR-120				    マスタースレーブ接続用AC電源BOX
GFC-60				    90 ゜反射ミラー
GFC-600				    90 ゜反射ミラー、ロングノーズタイプ
C-BOX 100				    端子台BOX
BT-6000				    マスタースレーブネットワーク終端抵抗
CAB-6001				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用1mケーブル
CAB-6002				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用2mケーブル
CAB-6005				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用5mケーブル
CAB-6011				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用1mケーブル
CAB-6012				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用2mケーブル
CAB-6015				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用5mケーブル
CAB-6101				    マスタースレーブ接続用1mケーブル (電源供給有り )
CAB-6102				    マスタースレーブ接続用2mケーブル (電源供給有り )
CAB-6105				    マスタースレーブ接続用5mケーブル (電源供給有り )
CAB-6112				    マスタースレーブ接続用2mケーブル (電源供給無し )
CAB-6115				    マスタースレーブ接続用5mケーブル (電源供給無し )

DS6300の LCD表示の下にある3つの LEDはそれぞれ以下の状況を表示します。
　POWER ON LED（緑）（図の④）：	 点灯時にDS6300に電源が供給されていることを示します。
　PHASE ON（黄）（図の⑤）：	 同期信号が動作中 (アクティブ )であることを示します。
　TX DATA （緑）（図の⑥）：	 点灯時はメインインターフェイスがデータ送信中であることを示します。

5.LEDの表示について
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6. 設置の手順

DS6300を運用するまでに必要な手順は以下の通りです。
①個装箱を開けて、全ての物がそろっているか確認して下さい。
②本取扱説明書のP11「10. 読み取り位置決めについて」を全てお読み下さい。
③DS6300を専用の取付金具を用いて設置する場所に仮固定します。
④DS6300をご使用条件に合わせて機器と正しく接続します。
⑤DS6300のキーを使用して "Test モード " にして読み取り位置の調整を行います。
⑥読み取り位置の調整が完了したら、DS6300を確実に固定します。
⑦DS6300の電源を一度OFFにしてからONにすると "Test モード " を解除します。
⑧DS6300の内部パラメータを設定ソフト "Genius" を使用して、ご使用条件に合わせて設定を行います。
⑨最後に要求する動作が可能かテストを行います。
これから上記の手順にて、設置に関する詳しい内容を説明します。

DS6300がお手元に届きましたら、すぐに開梱して以下の
ものがあるか、確認して下さい。もし、不足・破損等がある
場合は、ご購入先の販売店、もしくは巻末の弊社営業窓口ま
で、ご連絡をお願いします。

①取扱説明書						      1
② Genius インストールCD				    1
③ビスセット (ビス×4、ワッシャー×4)		  1
④取付金具						      1
⑤ DS6300本体					     1

①

②

③

④⑤

7. 梱包内容
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DS6300は設置の仕方によって様々な状態での使用が可能です。DS6300本体のネジ穴（M4×4）は取付金
具のためのものです。下図はスキャナ本体と取付金具の外形寸法図です。設置の際に参照して下さい。また最適な
取付位置については、P11「10. 読み取り性能について」を参照して下さい。
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DS6300リニアタイプ

8.DS6300の外形寸法図
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9.DS6300の配線

9.1D-sub25コネクタ
DS6300本体のD-sub25( オス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

13121110987654321

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

信号名
　FG
　TX232/TX485＋/RTX485＋
　RX232/RX485＋
　RTS232/TX485－/RTX485－
　CTS232/RX485－
　AUX2 INPUT(＋)
　SGND
　OUT1(＋)
　VS
　AUX2 INPUT(－)
　OUT2(＋)
　OUT2(－)
　VS
　AUX3 INPUT(＋)
　AUX4 INPUT(＋)

入出力

出力
入力
出力
入力
入力

出力

入力
出力
出力

入力
入力

信号名
フレームグランド

MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
AUX2 入力信号(＋)

シリアルシグナルグランド
出力1 信号(＋)

電源(DC12～30V)
AUX2 入力信号(－)
出力2 信号(＋)
出力2 信号(－)

電源(DC12～30V)
AUX3 入力信号(＋)
AUX4 入力信号(＋)

ピンNo.

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

　OUT3(＋)
　OUT3(－)
　EXT TRIG(＋)
　EXT TRIG(－)
　RXAUX
　TXAUX
　OUT1(－)
　GND
　AUX3/AUX4 INPUT(－)
　GND

出力
出力
入力
入力
入力
出力
出力

入力

出力3 信号(＋)
出力3 信号(－)
同期信号(＋)
同期信号(－)

AUXシリアルポート
AUXシリアルポート
出力1 信号(－)
電源グランド

AUX3/AUX4 入力信号(－)
電源グランド

・ピン2/ピン3/ピン4/ピン5については、内部パラメータで設定されているインターフェイス
　によって変化します。
・ピン9とピン13、ピン23とピン25はDS6300の内部で接続されています。

ご注意
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9.2D-sub9コネクタ
DS6300本体のD-sub9( オス ) と D-sub9( メス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名
　FG
　GND
　Ref_I/O
　SYS_ENC_I/O
　SYS_I/O
　VS_I/O
　LON A
　LON B
　VS

ピンNo. 信号名
フレームグランド
電源グランド
I/Oリファレンス
システム信号
システム信号
I/O電源

LonWorks信号線
LonWorks信号線
電源(DC12～30V)

D-sub9( オス ) D-sub9( メス )

9.3 電源の配線について
DS6300の電源接続は以下の方法にて接続が可能です。

接地グランド

DC12～30V
GND
FG

VS
GND
FG

13
25
1

外部機器DS6300

・DS6300の電源には、DC12～ 30Vの安定した電源を使用して下さい。
・電気的ノイズからDS6300を保護するために必ず接地グランドの接続を推奨します。
・DS6300をマスタースレーブ接続にてご使用される際は、必ずDC24V以上の電圧にて供給
　して下さい。

ご注意
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9.4C-BOX 100の端子配列
DS6300と C-BOX 100を専用ケーブルCAB-600Xで接続した場合の端子配列は以下の通りです。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

信号名
　FG
　TX232/TX485＋/RTX485＋
　RX232/RX485＋
　RTS232/TX485－/RTX485－
　CTS232/RX485－
　AUX2 INPUT(＋)
　SGND
　OUT1(＋)
　VS
　AUX2 INPUT(－)
　OUT2(＋)
　OUT2(－)
　VS
　AUX3 INPUT(＋)
　AUX4 INPUT(＋)

C-BOX
7/8
11/15
17

12/16
18
29

10/14/19
21
1/3/5
30
23
24
1/3/5
33

34/32

信号名
フレームグランド

MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
AUX2 入力信号(＋)

シリアルシグナルグランド
出力1 信号(＋)

電源(DC12～30V)
AUX2 入力信号(－)
出力2 信号(＋)
出力2 信号(－)

電源(DC12～30V)
AUX3 入力信号(＋)
AUX4 入力信号(＋)

D-sub25

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

　OUT3(＋)
　OUT3(－)
　EXT TRIG(＋)
　EXT TRIG(－)
　RXAUX
　TXAUX
　OUT1(－)
　GND
　AUX3/AUX4 INPUT(－)
　GND

25
26

40/27
28/20
37
35
22

2/4/6/39
36

2/4/6/39

出力3 信号(＋)
出力3 信号(－)
同期信号(＋)
同期信号(－)

AUXシリアルポート
AUXシリアルポート
出力1 信号(－)
電源グランド

AUX3/AUX4 入力信号(－)
電源グランド
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10. メインシリアルインターフェイス

DS6300のメインシリアルインターフェイスは、以下のインターフェイスから1つを選択することが可能です。
(シリアルインターフェイスの選択は、DS6300の内部パラメータ設定にて行います。詳細は「DS6300ソフ
トウェアマニュアル」を参照して下さい。
それぞれのインターフェイスの詳細を以下で説明します。
	 RS232インターフェイス
	 RS485ノンポーリング (全 2重 ) インターフェイス
	 RS485ポーリング (半 2重 ) インターフェイス

メインシリアルインターフェイスで使用が可能なRS232インターフェイスはホスト等の機器とDS6300を
Point to Point にて接続する場合に使用するインターフェイスです。RS232インターフェイスを選択した場合
のDS6300と接続機器との配線は下図の通りに行います。

10.1 RS232インターフェイス

DS6300の RS232インターフェイスは以下の通信プロトコルをサポートしています。
	 無手順 ( ノンプロトコル )
	 XON/XOFF( ソフトウェア制御によるプロトコル )
	 RTS/CTS( ハードウェア制御によるプロトコル )
以下では、各プロトコルでの通信手順を説明します。

ホスト
SD
RD

2
3

TX232

RX232

SG7SGND

無手順(ノープロトコル)有効時

DS6300
MAINポートTX232

MAINポート
2

ホスト
SD
RD
RS
CS
SG

3
4
5
7

RX232

RTS232

CTS232

SGND

RTS/CTSプロトコル有効時

DS6300

RTS/CTS制御
RS232インターフェイスで使用されている通信制御の1つで、RTS線及びCTS線という制御信号線を用いて
ハード的な制御を行います。
制御手順
①端末がデータ送信準備完了となると、RTS線をアクティブ状態にする。
②端末のCTS線がアクティブであれば、端末はデータの送信を開始する。
③もし端末のCTS線が非アクティブであれば、データ送信を中止する。
④CTS線が通信中に非アクティブになると、端末は再びアクティブになるまでデータ送信を中断する。(ホスト
　はデータの受信準備ができるとRTS線をアクティブにして、端末からのデータ受信の待機をする。)
  ( もしホストが busy 状態になったときは、RTS線を非アクティブにしてデータの受信を中断する。)
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データ送信開始 データ送信終了
+V

RTS
-V

+V
TX232

-V

+V
CTS

-V

データ送信 データ送信

送信中断

ENABLE ENABLE

DISABLEアイドル アイドル

D1 D2 D3 D4 D5

XON/XOFF 制御
XON/XOFF 制御とは、RS232インターフェイスにて通信を行う際に利用される通信制御方式のひとつで、
データの送受信ラインで制御を行うソフトウェアによる制御方法です。
制御手順
①データ送受信中にXOFF(13hex) キャラクタを受信すると、受信側が busy 状態にあるので、送信側はデータ
　の送信を中断する。
②XON(11hex) キャラクタを受信すると、受信側が受信準備完了状態にあるので、送信側はデータの送信行う。

このインターフェイスはホスト等の機器とDS6300を Point to Point の接続で、電気的ノイズの発生する環
境やRS232では規格外の長距離通信を必要とする場合に使用するシリアルインターフェイスです。このインタ
ーフェイスを使用した場合のDS6300と接続機器との配線は以下の通りに行います。

10.2 RS485ノンポーリング (全 2重 )インターフェイス

ホスト
RD＋
RD－
SD＋
SD－
SG

ツイストペア

ツイストペア

2
4
3
5
7

TX485+

TX485-

RX485+

RX485-

SGND 

DS6300
MAINポート
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11.AUXシリアルインターフェイス

このインターフェイスはRS232のみをサポートしています。このインターフェイスを使用する場合の各種機器
との配線は以下の通りに行います。

7

ホスト
SD
RD

21
20

SG

TXAUX

RXAUX

SGND

DS6300
AUXポート

このインターフェイスは複数台のDS6300をデータロジック社製マルチプレクサMX4000を使用したマルチド
ロップ接続にてホスト等の接続機器にて一括管理をする場合に使用するインターフェイスです。このインターフェイ
スを使用した場合のDS6300とマルチプレクサとの配線は以下の通りに行います。

10.3 RS485ポーリング (半 2重 )インターフェイス

ツイストペア

2
4

RTX485+

RTX485-

7SGND 

MX4000
MULTIDROP(+)

MULTIDROP(-)

MULTIDROP GND

DS6300
MAINポート

最大1200m
シールド

SHIELD

マルチプレクサ
MX4000

DS6300
ID=0

1

RTX485(+)

RTX485(-)

SGND MAIN

2
4
7

MULTIDROP (+)

MULTIDROP (-)

MULTIDROP GND

13

14

12
1

最大2m

2
4
7

DS6300
ID=n

最大31まで
FG
1

RTX485(+)

RTX485(-)

SGND MAIN

FG

120Ω

120Ω
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12. 信号入力

DS6300は同期信号用に1点の入力端子 (EXT TRIG) を装備しています。この同期信号がアクティブ状態の間、
黄色の LED（図の⑤）が点灯し、読み取りが可能であることを示します。この入力はフォトカプラにて絶縁処理
されており、NPN入力でもPNP入力でも起動できます。接続方法を以下に示します。

入力機器

DC+
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

NPNトランジスタ入力、外部電源使用時

DS6300

18
19

EXT TRIG＋

EXT TRIG－

入力機器
DC10～30V

OUT

GND

NPNトランジスタ入力、内部電源使用時

9/13
18
19
25

DS6300
VS

EXT TRIG＋

EXT TRIG－
GND

入力機器

DC+
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

PNPトランジスタ入力、外部電源使用時

18
19

DS6300

EXT TRIG＋

EXT TRIG－

入力機器

DC+
OUT

GND

PNPトランジスタ入力、内部電源使用時

9/13
18
19
25

DS6300
VS

EXT TRIG＋

EXT TRIG－
GND

DS6300にはその他に3点の入力端子 (AUX2 INPUT/AUX3 INPUT/AUX4 INPUT) を装備しています。こ
れらの入力は標準アプリケーションプログラムでは使用しません。
全ての入力端子はチャタリング等による誤動作を防止するために、信号の立ち上がり時に約5msec又は
500μsecのディレーを発生させる様に設定されています。これらの設定は設定ソフト "Genius" によって変更等
が可能です。

13. 信号出力

DS6300には2点の制御出力端子を内蔵しており、下図の様に接続して使用します。

外部機器
IN

COM

負荷

DS6300
OUT2

11

12

DC40V max.
40mA max.

外部機器
IN

COM

負荷

DS6300
OUT1

8

22

DC40V max.
40mA max.

これらの制御出力信号は設定ソフト "Genius" により、以下
の動作に設定することが可能です。

ﾉｰﾘｰﾄﾞ出力		  読み取り動作中にコードの読み取り
			   ができなかった場合に出力します。

ｺﾝﾌﾟﾘｰﾄﾘｰﾄﾞ出力	 読み取り動作中にバーコードの読み
			   取りができた場合に出力します。

DS6300にはその他に1点の制御出力端子 (OUTPUT3) を装備していますが、この出力は標準アプリケーショ
ンプログラムでは使用しません。
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マスタースレーブ接続でDS6300の１台のマスターに対してスレーブのDS6300を 2台までの場合は下図の
通りに接続します。

14.2.1 マスター・スレーブ接続方法 (DS6300が 3台までの場合 )

ホストPC

DS6300
マスター

C-BOX

C
A

U
TIO

N

LA
S

E
R

 LIG
H

T
W

H
E

N
 O

P
E

N

AV
O

ID
 E

X
P

O
S

U
R

E
TO

 B
E

A
M

LA
S

E
R

 LIG
H

T - D
O

 N
O

T S
TA

R
E

 IN
TO

 B
E

A
M

C
A

LS
S

 2 LA
S

E
R

 P
R

O
D

U
C

T
M

A
X

. O
U

TP
U

T R
A

D
IATIO

N
 1m

W
E

M
ITTE

D
 W

AV
E

 LE
N

G
TH

 630~680nm
E

N
60825-1:1994

FO
C

U
S

 A
DJ.

FAR
NEAR

C
A

U
TI

O
N

LA
S

E
R

 L
IG

H
T

W
H

E
N

 O
P

E
N

AV
O

ID
 E

X
P

O
S

U
R

E
TO

 B
E

A
M

LA
S

E
R

 L
IG

H
T 

- D
O

 N
O

T 
S

TA
R

E
 IN

TO
 B

E
A

M
C

A
LS

S
 2

 L
A

S
E

R
 P

R
O

D
U

C
T

M
A

X
. O

U
TP

U
T 

R
A

D
IA

TI
O

N
 1

m
W

E
M

IT
TE

D
 W

AV
E

 L
E

N
G

TH
 6

30
~6

80
nm

E
N

60
82

5-
1:

19
94

FO
C

U
S

 A
DJ

.

FAR
NEAR

DS6300
スレーブ

DS6300
スレーブ

DC24V電源

同期信号

CAUTION

LASER LIGHT
WHEN OPEN

AVOID EXPOSURE
TO BEAM

LASER LIGHT - DO NOT STARE INTO BEAM
CALSS 2 LASER PRODUCT

MAX. OUTPUT RADIATION 1mW
EMITTED WAVE LENGTH 630~680nm

EN60825-1:1994

FOCUS ADJ.

FA

RNEAR

C-BOX 100

①①

①LonWorks用終端コネクタ(BTK6000)
②DS6300⇔DS6300接続ケーブル(CAB-610X)
③DS6300⇔C-BOX 100接続ケーブル(CAB-600X)
④メインシリアルインターフェイス

② ②

③

④

LonWorks ネットワークの両端には必
ず終端コネクタ (BTK6000) を接続し
て下さい。

ご注意

14.DS6300の接続方法と動作モード

14.1 標準レイアウト例
DS6300は一般に、対象物が読み取りゾーンに入っ
たとき、同期センサとして用いられている光電セン
サによって起動され、対象物上にあるバーコードを
読み取り、読み取ったデータはメインシリアルポー
トを通じてホストへと送信します。(右図参照 )

ホストPC

C-BOX

DC12～30V

C-BOX 100DS6300

①

②

③

①同期信号
②DC電源
③メインシリアルインターフェイス
④DS6300⇔C-BOX100接続ケーブル(CAB-600X)

④

複数のDS6300を使用して読み取りエリアを拡大する場合、マスタースレーブ接続という方法があります。こ
の接続ではDS6300の１台のマスターに対してスレーブのDS6300を最大32台まで、LonWorks バスイン
ターフェイスで接続できます。そして、マスターのDS6300はメインシリアルインターフェイスでホストコン
ピュータに接続することが可能です。また、各スレーブスキャナのAUXシリアルインターフェイスは、パラメー
タ設定や保守用として使用することが可能です。

14.2 マスター・スレーブ接続
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マスタースレーブ接続でDS6300の１台のマスターに対してスレーブのDS6300を 3台以上の場合は下図の
通りに接続します。

14.2.2 マスター・スレーブ接続方法 (DS6300が 3台以上の場合 )

ホストPC

DS6300
マスター

C-BOX

C
A

U
TI

O
N

LA
S

E
R

 L
IG

H
T

W
H

E
N

 O
P

E
N

AV
O

ID
 E

X
P

O
S

U
R

E
TO

 B
E

A
M
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S

E
R

 L
IG

H
T 

- D
O

 N
O

T 
S

TA
R

E
 IN

TO
 B

E
A

M
C

A
LS

S
 2

 L
A

S
E

R
 P

R
O

D
U

C
T

M
A

X
. O

U
TP

U
T 

R
A

D
IA

TI
O

N
 1

m
W

E
M

IT
TE

D
 W

AV
E

 L
E

N
G

TH
 6

30
~6

80
nm

E
N

60
82

5-
1:

19
94

FO
C

U
S

 A
DJ

.

FAR
NEAR

DS6300
スレーブ

DS6300
スレーブ

DC24V電源

同期信号

CAUTIO
N

LA
SER LI

GHT

W
HEN O

PEN

AVOID
 E

XPOSURE

TO B
EAM

LA
SER LI

GHT - D
O N

OT S
TA

RE IN
TO B

EAM

CALS
S 2 

LA
SER P

RODUCT

MAX. O
UTPUT R

ADIATIO
N 1m

W

EMITTED W
AV

E LE
NGTH 63

0~
68

0n
m

EN60
82

5-1
:19

94

FOCUS A
D

J.

FA
R

NEAR

C
A

U
TIO

N

LA
S

E
R

 LIG
H

T
W

H
E

N
 O

P
E

N

AV
O

ID
 E
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P
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A
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E
R
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R

O
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U
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T
M

A
X

. O
U

TP
U

T R
A

D
IATIO

N
 1m

W
E

M
ITTE

D
 W

AV
E

 LE
N

G
TH

 630~680nm
E

N
60825-1:1994

FO
C

U
S

 A
DJ.

FAR
NEAR

C-BOX 100

①①

①LonWorks用終端コネクタ(BTK6000)
②DS6300⇔DS6300接続ケーブル電源有り(CAB-610X)
③DS6300⇔DS6300接続ケーブル電源無し(CAB-611X)
④DS6300⇔C-BOX 100接続ケーブル(CAB-600X)
⑤メインシリアルインターフェイス

②

②

③

④

CAUTION

LASER LIGHT

W
HEN OPEN

AVOID EXPOSURE

TO BEAM

LASER LIGHT - DO NOT STARE INTO BEAM

CALSS 2 LASER PRODUCT

MAX. OUTPUT RADIATION 1mW

EMITTED WAVE LENGTH 630~680nm

EN60825-1:1994

F
O

C
US ADJ.

FAR

NEAR

DS6300
スレーブ

⑤

LonWorks ネットワークの
両端には必ず終端コネクタ
(BTK6000) を接続して下
さい。
左図の様にDS6300が 4
台以上を接続する場合は、
LonWorks ネットワークか
ら電源供給をせずに、別途
の電源から供給を行う様に
して下さい。尚、この場合
に使用するケーブルは、
CAB-611X( 電源供給無し
タイプ )を必ず使用して下
さい。

ご注意

15. 読み取り性能について

DS6300は様々な角度で移動中のバーコードラベルを読み取れるように設計されていますが、極端に角度が付い
ている場合は読み取り性能が低下します。DS6300設置の際には、以下の2つの理想的な読み取り角度を考慮
して下さい。

ピッチ角0゜、スキュー角±15～30゜
以下ではそれぞれの角度について説明します。

ピッチ角とは以下の図のPで表される角度で、読み取り時はこの角度を最小になる様に調整して下さい。

P
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スキュー角とは以下の図のSで表される角度で、読み取り時は±15～30゜になる様に調整して下さい。

スキュー角が±15゜以下になった場合、DS6300 はバーコードラベルからの直接反射光に
よって、極端に読み取り性能が低下するおそれがありますので、注意する必要があります。
特にオシレーティングミラー内蔵タイプでは特にスキャンラインのスキュー角が振り角度によ
って異なりますので注意が必要です。

S

ご注意

チルト角とは、以下の図のTで表される角度で、リニア読み取りが有効となっている場合はこの角度を最小にな
る様に調整して下さい。
ACR読み取りが有効となっている場合のチルト角については、次のセクションを参照して下さい。

T

ACR読み取りとは ?
通常のバーコード読み取りは右図のように、レーザビーム
がバーコードの始めから終わりまでをスキャンしてはじめて
デコードが可能となります。これを「リニアリーディング」
と言います。

16. ACR読み取りについて

レーザビーム
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17. ステップラダーとピケットフェンスについて

DS6300が移動するバーコードに対する走査回数は、以下のパラメータで変ります。
・1秒当たりの走査回数	・バーコードの移動速度
・バーコードの寸法		  ・バーコードの移動方向に対する走査方向
DS6300がバーコードを確実に読み取るためには、バーコードが通過中に少なくとも5回は走査できる
ようにして下さい。

ステップラダー
　バーコードの移動方向に対して垂直に走査する
　場合、DS6300の有効走査回数は次式で求め
　られます。
	 SN = [(LH/LS) × SS] ‑ 2
	 SN=有効走査回数
	 LH=バーコードラベルの高さ（mm）
	 LS=ラベルの移動速度（mm／秒）
	 SS=1秒当たりの走査回数
　例えば、500mm／秒で移動する高さ25mm
　のバーコードを読み取る場合、DS6300(1,000
　スキャン／秒 )の有効走査回数は次のようになり
　ます。
	 [(25/500) × 1000] ‑ 2 = 48 （回）

レーザビーム

LS

LH

このコードリコンストラクションリーディングでは、
DS6300が個々のスキャンで得たデータの位置合わ
せ (アライメント )を行ない、結合して1つのバーコ
ードとしてデータを出力します。この位置合わせは、
各スキャンの時間を計算することによって行われます。

ACR読み取りでは、レーザビームがバーコードの始め
から終わりまでをスキャンできなくてもデコードが可
能となります。これを「コードリコンストラクション
リーディング」と言います。

レーザビーム

1234+3456+5678+7890=1234567890
第1スキャン
でのデータ

第2スキャン
でのデータ

第3スキャン
でのデータ

第4スキャン
でのデータ

コードリコンストラクション後
に出力されるデータ

バーコードのアスペクト比率とは ?
バーコードのアスペクト比率とは、右図の様にバーコ
ードの高さに対する長さの比率を指しています。

バーコードの長さ

バーコードの高さ

ACR読み取りでの最大チルト角や読み取りエリアは、ご使用されるバーコードラベルの状態
に依存しますので、詳細については巻末の弊社営業担当窓口まで、お問い合わせして下さい。ご注意
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ピケットフェンス
　バーコードの移動方向に対して平行に走査する場合の有効走査回数は次式で求められます。
　SN = [((FW‑LW)/LS) × SS] ‑2
　SN=有効走査回数			   FW=読み取り領域幅（mm）
　LW= ﾊﾞｰｺｰﾄﾞラベル幅 (mm)		 LS= ﾊﾞｰｺｰﾄﾞラベルの移動速度 (mm／秒 )
　SS=1秒当たりの走査回数
　例えば、読み取り領域幅180mmの間を1,300mm／秒で移動する50mm幅のバーコードを読み取
　る場合、DS6300(1,000スキャン／秒 )の有効走査回数は次のようになります。

[((180-50)/1300)*1000] ‑ 2 = 98 （回）

DS6300のオシレーティングミラー内蔵タイプは通常のシングルスキャンレーザビームを振動ミラーによってラ
スタースキャンと同様なスキャン幅を持たせることが可能となります。また、このDS6300に使用されている
オシレーティングミラーはリニアモータを採用しており、高速振動 (最高20Hz) と大きな振り角度
(最大40゜ ) まで対応でき、その振り角度と速度についてはソフトウェアにて細かく設定する事が可能です。以
下ではそれらの設定と読み取り位置の調整について説明します。

18. オシレーティングミラー内蔵タイプ

レーザビーム

FW
LW

LS

CAUTIONLASER LIGHT
WHEN OPEN

AVOID EXPOSURE
TO BEAM

LASER LIGHT - DO NOT STARE INTO BEAM

CALSS 2 LASER PRODUCT

MAX. OUTPUT RADIATION 1mW

EMITTED WAVE LENGTH 630~680nm

EN60825-1:1994

FOCUS A
D

J
.

F
A

R

NEAR

DS6300のオシレーティングミラー内蔵タイプは右
図の様にスキャナの水平に対して+37.5゜～ -2.5゜
でスキャンを行いますので、読み取り位置の調整に
は、この図を参考にして行って下さい。

18.1 読み取り位置の調整方法

0゜
-2.5゜

37.5゜

40゜
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DS6300は焦点位置の調整機能を内蔵しており、ご使用のバーコードの分解能と必要な読み取り距離に合わせて
この焦点を調整することが可能です。焦点位置の調整方法は以下の説明に従って行って下さい。
そして、バーコードの分解能と焦点位置の調整による読み取りエリアは次の標準読み取りエリア図を参考にして
下さい。

19. 焦点位置の調整と読み取りエリア図

オシレーティングミラーの振り角度は右図の0゜の
場所から±20゜の範囲で設定することが可能です。
そして、この振り角度を大きくすると、振り速度が
低くなってしまうので、必要最小限の振り角度に設
定して、その角度での最高の速度を設定するという
順序で設定します。振り速度と最大振り角度の関係
は以下の表を参考にして下さい。

18.2 各パラメータの設定方法

0 (゚17.5 )゚

+20゜

-20゜

振り速度 最大振り角度
0Hz～ 5Hz 40゜
6Hz ～ 10Hz 30゜
11Hz ～ 15Hz 20゜
16Hz ～ 20Hz 10゜

焦点位置の調整は以下の順序で行って下さい。
　①DS6300の焦点調整ボリューム口をドライバーで緩めて開けます。
　　(このふたにはゴムパッキンも付属していますので、紛失しない様に注意して下さい。)
　②DS6300の LCDとキーを使用して「TESTモード」に入ります。
　　(TESTモードの入り方はページ「　　」を参照して下さい。)
　③焦点調整ボリュームをドライバーで回すと LCDの下段のグラフのポイントが以下の通り移動しますので、
　　読み取りの最適位置に焦点位置を調整後、ボリューム口のふたを閉めます。

19.1 焦点位置の調整方法

CAUTION

LASER LIGHT
WHEN OPEN

AVOID EXPOSURE
TO BEAM

LASER LIGHT - DO NOT STARE INTO BEAM
CALSS 2 LASER PRODUCT

MAX. OUTPUT RADIATION 1mW
EMITTED WAVE LENGTH 630~680nm

EN60825-1:1994

FOCUS ADJ.

FAR NEAR

焦点位置調整ボリューム

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ｎｏ　Ｒｅａｄ
｜－－－－－－－－－∧－－－－｜

焦点位置表示ポインタ
左側がNear(近距離)、右側がFar(遠距離)
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19.2 読み取りエリア図
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20. キーボード設定モードの操作方法

スキャナの電源をONにして数秒後に左図の表示となってから、<↑>キー

と<↓>キーを同時に約2秒間押し続けると、以下の表示となり、キーボー

ド設定モードが開始します。

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

ＤＳ６Ｋ３　６．４２．００　Ｏｎ
ｌ　Ｆ１００Ｓ１０００Ｍ８

＋

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ｗｅｌｃｏｍｅ
Ａｕｔｏｌｅａｒｎ

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ａｕｔｏｌｅａｒｎ
ＩｎｔｅｒｎａｌＮｅｔ

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞ＩｎｔｅｒｎａｌＮｅｔ
Ｂｕｓ

DS6300に内蔵されているメンブレンキーボードと LCDを使用して、読み

取りテストモード等の様々な操作が行えます。ここではその操作方法について

説明します。

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ｂｕｓ
Ｔｅｓｔ　Ｍｏｄｅ

ENT
Welcome 

モード (P23)

ENT
Autolearn

モード (P23)

ENT
InternalNet

モード (P24)

ENT
Bus モード

(P26)

ENT

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

ＤＳ６Ｋ３　６．４２．００　Ｏｎ
ｌ　Ｆ１００Ｓ１０００Ｍ８

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ｔｅｓｔ　Ｍｏｄｅ
Ｌｃｄ　ＣｏｎｔｒａｓｔENT

Test モード

(P26)

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ｌｃｄ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ
＞Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　ＭｏｄｅENT

LCD調整

モード (P27)

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　Ｍｏｄｅ
ＥｘｉｔENT

Ethernet

モード (P27)

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　Ｍｏｄｅ
＞Ｅｘｉｔ
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Welcomeモードとは、DS6300本体のステータスを強制的に表示させるモードです。そして、<↑>キーを押せば、

元の表示に戻ります。

Welcomeモード

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ａｕｔｏｌｅａｒｎｉｎｇ
■■■

ENT

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ｗｅｌｃｏｍｅ
Ａｕｔｏｌｅａｒｎ ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

ＤＳ６Ｋ３　６．４２．００　Ｏｎ
ｌ　Ｆ１００Ｓ１０００Ｍ８

ENT

Autolean モードとは、DS6300に実際にバーコードラベルを読ませて、その読み取ったバーコードを読み取り設定

として登録する機能です。(但し、以前に設定をした読み取りバーコード設定は全て消去されますので、この機能を使用

する場合は注意が必要です。)

Autolearn モード

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ａｕｔｏｌｅａｒｎ
ＩｎｔｅｒｎａｌＮｅｔ

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ａｕｔｏｌｅａｒｎｉｎｇ
　ＦＡＩＬＥＤ ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

Ａｕｔｏｌｅａｒｎ　　　１００％
Ｃｏｄｅ　３９　Ｌ５

バーコードを読み取りが可能な位置に固定します。

読み取り成功の時読み取り失敗の時

ENT

POWER
ON

PHASE
ON

TX
DATA

＞Ａｕｔｏｌｅａｒｎ
ＩｎｔｅｒｎａｌＮｅｔ

設定終了


